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牛肉と草のつながり

高橋祐之

皆さん、こんにちは。えりも町からまいりまし

た、高橋裕之と申します。今日はよろしくお願い

します。先ほど来、いろいろな先生方のお話を有

意義に聞かせていただいて、三友さんの哲学の話

が、逆に、久しぶりに楽しい牛飼いの話を聞けた

なと思って、大変うれしく思っていました。

ご覧いただいています、この真ん中にいるのが

短角牛の種雄です(図 1)。うちにはこの種雄が2

頭いて、夏場頑張るウシと冬場頑張るお父さんが

図1 えりも短角の種牛

ローテーションされて使用しています。ご案内の

とおり、えりも町というのは漁業の町です。そこ

に短角牛がどうして根付いたかと言いますと、明

治28年にさかのぼった話になります。そういう古

いえりもの書類を見て、改めてその時代にいたの

だというふうにいろいろと見させていただきまし

た。昭和に入って戦争もあったわけで、そこで一

時途絶えて、戦後になって、今度は漁業の不漁が

続いて、出稼ぎで、経済を補っていたという時代が

あったようです。山稼ぎだとか、ニシン場に行っ

て稼ぎに行っていたとか、そんないろいろな出稼

ぎで頼っていた時代を、何とか地元にいて、生産

を含めて経済行為が成されないかということで、

漁業組合が短角牛を飼おうと。そういう、あまり
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ほかにないスタートだったように書かれています。

当然、私の家も昆布を採ってという漁業の傍らの

中で短角牛を生産してきたわけです。

自分たちが子どものころは、うちだけではなく、

全般にトリを飼ったり、ヒツジを飼ったり、ブタ

もいたり、少頭数ではあったけれども、そんなふ

うに飼っていた時代があって、そこから一番短角

というウシと出会って、長くそれがえりもには定

着してきたと，思っています。そのあと、サフォー

クも入ってきたのですけれども、やがてそれもど

んどん消えていきました。その問、農用馬という

時代もあって、ばんえい競馬に向けた農用馬の生

産、道産子のウマもいました。そんなふうに、い

ろいろな畜種が変わりながら今日まで来たという

えりもの農業の歴史があります。そんな歴史も、

短角牛は当然、どんどん少なくなってしまって、

今では純粋種を作る農家はうちだけになってしま

ったわけです。

これがうちの牧場から見える襟裳岬の朝日の

様子です(図2)。よくわかりづらいのですけれど

図2 襟裳岬の朝日

も、実はこの辺りにウシたちがいます。これをよ

く見ると、目が光っています。この辺りです。ち

ょっと参加してくれています。ここに生活してい
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るウシたちは、肥育、最後の仕上げの時期、普通

で言いますと、肥育前期中期行くか、行かないか

辺りのウシたちがここで牛舎と外を行ったり来た

りして生活しています。先ほど、三友さんがおっ

しゃったように、ウシたちが選んで、ここヘ行くわ

けです。ウシが笑うという、草も笑うという、そ

ういう話にもあったように、ウシはそういう表情

をするときがあります。アニメでフランダースの

犬か何か、ヤギが飛び跳ねる漫画のシーンとかを

見たことがあったと思うのですけれども、例えば、

牛舎の中が汚れてきて、敷き料を敷き換えてきれ

いな寝床ができると、ウシたちは跳ねます。喜ん

で飛び跳ねます。本当にウシが喜ぶという、そう

いうことが現実にあるのです。ちょっと反れまし

た。

これがかつての襟裳岬、『プロジェクトXJIに

も登場しました、砂漠化した襟裳岬の写真です

(図3、4)。こう見ると、白黒だから、なんてこ

図3 砂漠化した襟裳岬

とないのかな、ちょっと格好いいかなと思うので

すけれども、こういう時代だったのです。ここが

海ですから、ほとんどこんな状態で、ヒツジはそ

のころいたのですけれども、こんなふうに不毛の

図4 砂漠化した襟裳岬

地になっていったわけです。そういうところを砂

漠化から60年かけて復活させてきたという歴史が

ありまして、ご縁なことに、ここの環境辺りとい

うのは、先ほど見ていただいた写真と隣接する辺

り。当然、砂漠化になった原因の一つには、木の

伐採だとか、イナゴの発生だとか、そういうこと

もたくさんあったと書かれています。そういう一

つの流れがあって、自分が使わせている牧場とも

こういうふうに関連していくという位置にありま

す。

これが町営牧野です。うちの繁殖たちが放牧さ

れる牧場です(図5)。大体700"-'800ヘクタールあ

図5 放牧される短角牛

ります。その中でずんずん、黒毛の生産が増えた

ものですから、今、短角牛を放牧して、利用して

いるのはうちだけになってしまいました。今で大

体80ヘクタールぐらいのところに放牧されていま

す。こういう斜面もきれいに食べてくれる短角牛

です。このウシたち、こちら側の高台の辺りでこ
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の写真を撮っていて、ウシとの距離は結構離れて

います。こんなふうに人間の様子を見ています。

これなんか振り返っています。これも完全に見上

げています。自分たちは人間の目線でウシたちを

見るのですけれども、ウシはウシ目線で人聞を見

ているのです。というのは、大体一生懸命食べて

くれていて、そろそろ人聞がまた次の合図をくれ

るのだろうと思って待っているのです。それはこ

こだけで感じることでなく、隣の牧区などは、道

路をトラックで移動しているだけでも、そろそろ

かなと、いつもの見慣れた車が来たなというふう

にウシが逆にわかるのです。うちは区画を八つに

分けて放牧地になっているのですけれども、後ろ

から追うということはしません。労力を使います

から、そうしないで、逆に、こっちに移動するぞ

という合図をします。そうすると、自然とウシた

ちが集まってきて、こんなふうに移動していって

くれます(図的。

図6 移動する短角牛

うちの奥さんです。ここのゲートを開けて、こ

こで合図をしていると、こんなふうに。離れて見

ると、ありの行列みたいに、ウシがこんなふうに

移動してくれるというふうになるのです(図7、

8)。

こんなふうに、これも一つ、自分が小さいころ

から、父親の時代にやってきたことのままをやっ

ているだけで、その当時から、誰も大学で畜産学、

図7 移動する短角牛

図8 移動する短角牛

草地学を学んだ人というのはほとんど地域では少

ない中で、逆にウシに教わってやってきたという、

そんなことでした。

それから、先ほど、秦先生もおっしゃったよう

に、どんどん自由化が始まって、肉牛の値段がど

んどん下がっていくという中で、これで、はやって

いけないという限界のところまできたわけです。

自分はそんな中で、当時は子牛の生産販売だけで

経済活動を補っていたわけですけれども、自由化

という一つの時期を迎えた時に、一貫で、何とか

この短角牛の味を伝えることができないかという

ことで取り組みを始めたわけです。産直による中

で、何とか販売経路を模索して築いていきたいと

いうことで、試行錯誤を始めてきました。現在、

生産から飼育、販売まで一貫して行い、それがえ

りもの特産として短角牛を育てていこうという、

短角牛のブランド化、産直、そして、ファームイ
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ン、ファームレストランも取り組みを広げてきて

います。

これを守人(まぶりっと)と名付けて、ここで

食事ができて、泊まることもできます。始めた当

時は交流を目的にこの施設を作りました(図9)。

図9 ファームインとレストラン

そのころも東京の生協だとか、消費者団体のグル

ープの会社とか、そういうご縁もありまして、来

た人たちとまずは交流したいねということで、こ

ういうイメージを描いていて守人と名前を付けま

した。

守人って変わった名前で、英語ですかとか、イ

タリア語ですかとか言うの?ですけれども、古く東

北で、牧柵がない、林間にウシを放牧していた時

に、ウシを管理する人をベゴマンブリと呼んでい

たのです。そのマンブリからいただきまして、守

人、守る人という意味でこの名前を付けました。

これができてちょうど10年で、こちらが焼き肉だ

けをする小さな小屋です。これが9年で、こちら

でステーキセットとかハンバーグセットとか、そ

ういう食事もできます。焼き肉はこちらのほうで

してもらう形で、 2階が宿泊の部屋が二つあって、

そんなふうにファームイン、ファームレストラン

も取り入れながら、なんとか短角牛を広げていき

たいと取り組んできたわけです。

1990年代、子牛の生産のみだ、った形から、今度

は肥育、一貫生産して、肉を、自然食を含めた、

提携先がある、そういう売り先を確保した中で存
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続をということで、取り組むことになってきまし

た。しかし、ブランド化を含めて難しいところば

かりで、なかなか思うようにいかないというのが

現実なわけですけれども、町内でのイベントや、

そういうことの口コミを含めて、販売を少しずつ

増やしてくるようになってきました。 2002年にこ

のように守人を建築して、さらにそこから広げて

いく、短角牛のおいしさをもっともっと伝えよう

ということで、食の安全を含めてこだわった製品

作りを積極的に、この場を含めて取り組んできた

わけです。

そのほか、これは岩手の短角生産者の息子さん

で、当時彼は高校生で、うちの息子もそんなに年

の差がなく、跡を継いでくれることになって、今

日も私が出ている分の作業をしてくれています

(図10)。そういう岩手の生産者の息子と北海道の
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図10 岩手の農家の息子さん

息子が交流するという企画も設けて、これはこの

生徒の農業高校の先生です。今、彼は大学ヘ行っ

て、もうそろそろ卒業するころになっています。

そういう取り組みもいろいろとしながら。

これは本州とか、北海道の人もいますが、生産

地の視察とか、そういうことで来た時の写真です

(図11)。荷台に乗って、放牧地を歩いて、ゴトゴ

ト揺れると、こういうお姉さんといいますか、お

ばさんと言いますか、きゃあきゃあ大騒ぎで、一

番これが盛り上がる牧場体験です。

そのほか、えりもは漁業の町ということもあり
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図11 生産地の視察風景

まして、これは佐藤勝さんというえりもの漁師で、

サケをブランド化させた男です。銀聖を立ち上げ

た人です(図12)。彼を招いて、守人の中で魚をさ

ばく体験をして、次の日、これを飯寿司にしよう

図12 魚をさばく体験

という企画を、守人初で最初は始めました。今年

で5年目になります。今は地域おこしの一つのい

ろいろなメンバーの取り組み事業に移行させても

らって、役場を含めて一緒に取り組んでいて、最

初の応募は100人を超える人だったのですけれど

も、最終的に78名で、福祉センターという広いホ

ールいっぱいで飯寿司作りしたという、そういう

取り組みに、今、広がってきています。

この人はたまたま東京から来た人です。普段、

東京で料理の講師などをやっている方です。この

人が来た年はほかにもう 2--3人、東京からも参

加者が来ていました(図13)。これは大体道内の人

たちがやっていたのですけれども、こんなふうに

図13 飯寿司の作成風景

サケの切り身を作って飯寿司をしていくというこ

とです。

短角牛の生産を含めていろいろなえりもを伝

えるということに一緒に取り組んでいく。そんな

ことも含めて、今度は、息子同士の交流だったり、

小学生の体験学習だったり、いろいろな機会を通

じながら短角牛の話を伝えようと、今、取り組ん

でいるところです。

先ほど来、秦先生のお話にもありましたように、

これから目指す課題というのはまだまだ山積して

いるわけで、先生の話にもあったように、リノー

ル酸だとか、体にいい成分の牛肉というのが本当

は喜ばれるべきなのですけれども、なかなか価格

的に評価されない。でも、そこであきらめること

なしそれをどう伝えるかという、きっとまだ私

たちが気付かない戦略や手法が隠されているのだ、

ろうと思います。そういうことを含めた取り組み

が、これからは逆に、今日の研究会を含めて、私

たち生産現場にどんどん届けてもらうような、そ

んな流れができてくると私は非常にありがたいな

と思っています。

だいぶ時間もおしているようなので、私のとこ

ろで時間の短縮を含めて、一通り、こんな話で終

わらせていただきたいと思います。是非また何か

機会がありましたら、当牧場にも、皆さん、訪れ

ていただきたいと思っています。今日は大変どう

もありがとうございました。(終わり)

- 25一 北海道家畜管理研究会報，第47号， 2012年


